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6月27日、横浜支社より「202４年度駅業務執行体制の再構築について」の提案を受け

ました。 提案された内容は下記のとおりです。 
 

１．実施内容 

⑴営業体制の見直し             横浜統括センター（横浜駅） 

小田原・伊豆統括センター（真鶴駅） 
⑵ホーム業務体制の見直し       桜木町営業統括センター（磯子駅） 

２．周知・教育                    必要な周知・教育は実施する。 

３．実施日   

⑴2024年 09月 1日実施 

ホーム業務体制の見直し      桜木町営業統括センター（磯子駅） 

⑵2024年 10月 1日実施 

営業体制の見直し      横浜統括センター（横浜駅） 

小田原・伊豆統括センター（真鶴駅） 
 
       

箇所体制について （）については前体制との差異 

実施日 箇所 変形等 交代 
乗務員 

計 
日 勤 泊 

2024 年９ 月１日 桜木町営業統括センター 
管理 5 3   8 
一般 6(+1) 19(‐1)   25 

※（磯子駅）ホーム担当の作業ダイヤの変更し、２徹➡１徹1日勤 

2024年10月１日 横浜統括センター 
管理 20  ９   2９ 
一般 25  44(‐1)  36 35 140(-1) 

※（横浜駅） 中央南改札と中央北改札の作業ダイヤを見直し、８徹➡７徹に変更 

2024年10月１日 小田原・伊豆統括センター 
管理 17 7   24 
一般 10(+1) 31(‐1) 15  16  72 

※（真鶴駅） 早朝時間帯のお客さま対応は、湯河原駅によるインターホン対応 
２徹➡１徹1日勤 

 

駅社員を更に削減して、働きやすい環境が保たれるのか 

駅職場で働く社員の皆さん、声をあげ話し合いましょう  

東日本ユニオン 
 よこはま 
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